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社

会

的

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

の
経

時

分

析

、

菅

野

剛

〈
要
旨

〉

脱
階

層
論
を
社

会
的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の
視

点
か
ら
検
証
す

る
。
ま
ず
、
人

々
の
交

際

の
あ
り
方

を

「ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
」
(様

々
な
他
者
と

の
自
由

で
開
放
的
な
幅
広

い

交
際

の
程

度
)、
「
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
勢
力
性
」

(権
力
を
持

つ
社
会
的
勢
力

層
と
の

つ
き
あ

い
の
程
度

)と

い
う

二

つ
の
対
照
的
な
特
性

で
把
握

す

る
。
そ

し
て
、
現
代
日
本
に
お
け

る
社
会
階

層
と
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
特
性

の
関
連
を
明

ら
か
に
す
る
。

一
り
胡
年
と

一
り
り
㎝
年
の

「
社
会
階

層
と
社
会
移

動

(
S
S
M
)」

調
査

デ
ー
タ
を
共
分
散

構
造

モ
デ
ル
を
用

い
て

分

析
し
た
結

果
、
ω

両
時
点
を

通
し

て
経
済

的
に
上
層

で
あ

る
ほ
ど
勢
力
的

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
を
築

い
て

い
る
。
た
だ

し
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
多
様
性

へ
の
経
済
階
層
(世
帯

収
入

と
所
有

財
産

)の
効
果
は
な
く
、
地
位
階
層
(学
歴
と
職
業
威
信
)が
若

干
効
果
を
持

つ
。
②

95
年

で
は
地
位

の
非

一
貫
層

が
増
大

し

て
い
る
が
、
地
位
階

層
が

不
ッ
ト

ワ
ー
ク
多
様

性

に
与
え

る
影
響

力
は
減
少

し

て
い
な

い
。
③

経
済
階
層
が
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
勢
力
性

に

与
え

る
影

響
力

は
95
年

で
増
大

し
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
勢
力
性

の
世
代

間
継

承
も
顕
在
化

す

る
こ
と

で

〃見
え

に
く

い
〃
社
会

経
済
的
格

差
の
広
が
り

の
可
能

性
を

示
唆
し

て
い

る
。

以
上
は
、
脱
階

層
論

に
対
し

て
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

の
視
点

か
ら
疑
問
を
投

じ
る
も

の
で

あ

る
。

キ

ー
ワ
ー
ド

社
会
階
層
、
脱
階
層
化
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
勢
力
性

多
母
集
団
解
析

の
簡
便
法

社会的ネ ッ トワークの経時分析123



1

脱
階
層
化

?

日
本
は
物
質
的
に

「豊
か
な
社
会
」
と
な
り
、
総
中
流
化
が
生
じ
た
と
し
ば

し
ば

い
わ
れ
て
き
た
。
多
く
の
人

々
が
中
意
識
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
従
来
の

指
標
や
枠
組
み
で
は
と
ら
え
き
れ
な

い
階
層
状
況
が
出
現
し
つ
つ
あ
る
と

い
う

(原

一⑩
り刈
)。
さ
ら
に
、
類
似
し
た
経
済
的
背
景
の
中
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

差
異
化
が
重
要
と
な
り
、
脱
階
層
化

が
進
行
し
て
い
る
と
も
い
わ
れ
る
。
脱
階

層
化
は
、
脱
物
質
志
向

の
高
ま
り
、
関
係
的
地
位
志
向

の
出
現
、
マ
ル
ク
ス
主

義
神
話
の
崩
壊
に
よ
る
階
級
関
心

の
衰
退
、
均
質
的
な
中
間
大
衆
か
ら
非
均
質

的
で
価
値
の
多
様
化

・
個
性
化
を
伴
う
分
衆

へ
の
移
行
、
な
ど
と
し
て
指
摘
さ

れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
国
民
生
活
の
向
上

(
一
人
あ
た
り
の
国
民
所
得
)
、
高

学
歴
化

(大
学
進
学
率
の
上
昇
)、
職
業
観
の
変
遷

(3
K
か
ら
の
脱
却
志
向
)、

労
使
対
立
関
係
の
鈍
化

(労
働
組
合
組
織
率
の
低
下
)
な
ど
が
あ
る
。

た
だ
し
、
社
会
的
資
源
の
不
平
等
な
分
配
状
況
で
あ
る
社
会
階
層
ご
と
に
交

際
の
あ
り
か
た
が
異
な
る
こ
と
は

、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、

社
会
的
上
層
で
あ
る
ほ
ど
社
会
的
に
力
を
持

つ
他
者
と
の
つ
き
あ

い
が
顕
著
で

あ
る

(国
a
ゆq
Φ
鋤&

8
話
巨
O
P
一り
①
Q。
こ
鴛
評
8
⇔
5
PP
α
冨
葺
8
穹

一り
認
)、
階

級
に
よ
っ
て
つ
き
あ
い
の
形
態
が
異
な
る

(〉
=
蝉『F一Φ
刈
刈
"一Φ
OQ
O
冂
一り
Φω
)、
学
歴
、

収
入
や
職
業
威
信
な
ど
の
社
会
階
層
が
高

い
ほ
ど
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
多
様
で
あ

る

(O
鋤ヨ
ロ
げ
Φ
=
象

璧

一①
Q。9
匡
蕉
⇔
5
αq
2。a

↓
四
⊆
ω耐
お
㊤O
)
な
ど
で
あ
る
。

身
分
や
階
層
に
縛
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
自
由
な
つ
き
あ

い
や
開
放
的
な
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
と

い
う
も

の
は
脱
階
層
化

の
重
要
な

一
側
面
で
あ
る
。
他
方
で
、
権

力
や
勢
力
と
結
び

つ
い
た

コ
ネ
や
ツ
テ
は
社
会
的
資
源
の
不
平
等
な
分
配
と
密

接
に
関
わ

っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方

に
焦
点
を
定
め
た
上
で
は
脱
階
層
化
の
検
証
が
な
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
、

意
識
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
化
し
た
と

い
わ
れ
る
こ
の
20
年
間
に
、

社
会
階
層
と
社
会
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
関
連
に
は
ど

の
よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ

る
の
か
、
さ
ら
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
脱
階
層
化
が
進
ん
で
い
る
の
か
を

検
証
す
る
。

2

ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
特
性

の
測
定

2

・
1

交
際
に
つ
い
て
の
記
述
的
分
析

人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

っ
た
他
者
と
関
係
を
結
ん
で
い
る
が
、
そ
こ
に
は

一

定
の
傾
向
が
あ
る
。
「社
会
階
層
と
社
会
移
動

(S
S
M
)」
一
8
α
年
調
査
の
B

票
デ
ー
タ
で
は
特
定

の
九
つ
の
職
種
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
、
友
人
か
親
戚
と
し

て
の
つ
き
あ
い
の
有
無
を
尋
ね
て
い
る
(あ
る
11
1
、
な
い
睡
0
)。
こ
れ
ら
と
の

つ
き
あ
い
の
割
合
を
見
る
と
次
の
こ
と
が
分
か
る
。

1
.
世
帯
収
入
が
高
い
ほ
ど
つ
き
あ

い
が
増
え
る
(図
1
)

2
.
学
歴
が
高
い
ほ
ど
つ
き
あ
い
が
増
え
る
(図
2
)

3
.
職
業
威
信
が
高
い
ほ
ど
つ
き
あ

い
が
増
え
る
(図
3
)

こ
の
よ
う
に
、
つ
き
あ
い
に
は
社
会
階
層
と
関
連
が
見
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
個
々
の
つ
き
あ
い
の
変
数
を
そ
の
ま
ま
分
析
す
る
の
で
は
な
く
、

こ
れ
ら
の
情
報
を
も
と
に
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
の
特
性
を
把
握
す
る
指
標
を
構
築
す

る
。
そ
の
際
に
、
ω
様
々
な
人
と
の
開
放
的
な
幅
広
い
つ
き
あ
い
の
程
度
、
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②

社

会

的

上

層

や
勢

力

層

と

の

つ
き

あ

い

の
程
度

、
と

い
う

二

つ
の
ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク
特

性

を

捉
え

る

.、
〕。

2

.
2

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性

現
代
日
本
で
は
、
人
は
誰
と

で
も

つ
き
あ

っ
て
良

い
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

対
等
な
つ
き
あ
い
を
前
提
と
し
て
主
体
的
に
広
が

っ
て
い
く
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は

非
階
層
的
で
あ
り
、
流
動
的
で
開
放
性
が
高
く
、
自
由
と
創
造
性
、
自
己
実
現

と

い
う
価
値
観
に
特
徴
づ
け
ら
れ
、
関
係
自
体
に
意
味
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

好
み

・
魅
力

・
相
性
な
ど
の
主
体
側
で
の
選
択
過
程
と
相
互
作
用
が
強
調
さ
れ
、

つ
き
あ
い
に
お
け
る
業
績
原
理
が
表

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
、
つ
き
あ

い
の
範

囲
の
幅
広
さ
の
程
度
を

「ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
こ
の
特
性
は
脱
階
層
論
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
個
々

人
が
自
分
で
広
げ
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
社
会
的
資
源
と
し
て
作
用
す
る
側
面
に

つ
い
て
は
、
弱
い
紐
帯
の
強
さ
命
題

や
社
会
的
資
源
と
し
て
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

命
題
な
ど
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

(∩甲「9
⇒
○
<
Φ冖けΦ吋
一〇
刈GO)。

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
の
測
定
に
は
、
様

々
な
20
の
職
業
に
つ
い
て
親
戚
か

友
人
と
し
て
つ
き
あ

い
を
尋
ね
て
い
る
S
S
M
の
75
年
B
票
と
95
年
P
票
デ
ー

タ
が
適
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
幅
広
く
開
放
的
な
つ
き
あ
い
の
程
度
を
様
々

な
職
業
威
信

の
他
者
と
の
つ
き
あ
い
と
し
て
捉
え
る
。
つ
ま
り
、
つ
き
あ

い
の

あ
る
職
種
に
つ
い
て
職
業
威
信
ス
コ
ア

(直
井

一Φ
刈
㊤)
を
割
り
振
り
、
威
信
ス

コ
ア
の
標
準
偏
差
を
求
め
て
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
け
る
散
ら
ば
り

の
程
度
を
捉

え
る

.、.。
こ
れ
は
職
業
威
信
と
い
う

側
面
に
お
け
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
で

あ
る

(〇
四B
9
Φ
=
Φ
欝
丶」
㊤
Q。9
村
澤

一Φ
㊤
o。
旧菅
野

一㊤O
盒
Hり
⑩N
お
O。。鋤)
。

2

.
3

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
勢
力
性

社
会
経
済
的
な
達
成
の
た
め
に
手
段
的
側
面
が
強
調
さ
れ
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

の
特
性
も
あ
る
。
階
層
的
に
上
層
の
者
は
、
社
会
的
に
勢
力
を
持

つ

(今
田

・

原

一㊤
お
)。
経
営
者
、
管
理
職
、
専
門
職
な
ど
の
社
会
的
勢
力
層
は
、
圧
力
団

体
と
し
て
の
政
治
的
影
響
力
、
日
々
の
仕
事

の
遂
行
に
お
け
る
権
力
、
部
下
の

昇
進
な
ど
を
左
右
す
る
決
定
権
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
権
力
や
富
を
掌
握
し

て
い
る
社
会
的
上
層
と
の
交
際
に
よ

っ
て
、
コ
ネ
や
ツ
テ
と
い
っ
た
形
で
利
益

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
と

の
関
係
を
持

つ
程
度
を

「ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
勢
力
性
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る

へ、)。

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
勢
力
性
を
測
定
す
る
に
は
、
権
力
や
勢
力
を
持

つ
と
予
想
さ

れ
る
職
種
と
の
つ
き
あ

い
を
尋
ね
て
い
る
S
S
M
の
75
年
A
票
と
95
年
B
票
デ

ー
タ
が
適
し
て
い
る
。
.75

年
A
票
で
は
、
尋
ね
て
い
る
四
つ
の
職
種

(地
方
議

会
議
員
、
町
内
会
や
自
治
体
な
ど
の
役
員
、
企
業
の
経
営
者
(社
長
や
重
役
)
、

大
学
の
先
生
)
と
の
つ
き
あ

い
の
有
無
の
加
算
を
求
め
、
こ
れ
を
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
勢
力
性
の
観
測
変
数
と
し
た
。
95
年
B
票
に
お
い
て
も
、
尋
ね
て
い
る
九

つ

の
職
種
と
の
つ
き
あ
い
の
う
ち
、
四
つ
の
つ
き
あ
い
の
有
無
(部
課
長
以
上
役
人
、

社
長
や
役
員
、
専
門
職
、
地
方

・
国
会
議
員
)の
加
算
を
同
様
に
求
め
、
こ
れ
を

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
勢
力
性
の
観
測
変
数
と
し
た

、̂)。

3

社
会
階
層
に
よ
る
説
明
図
式

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
視
点
か
ら
脱
階
層
論
を
検
証
す
る
に
あ
た
り
、
こ
こ
で
は

社
会
階
層
、
地
位
の
非

一
貫
性
、
世
代
間
移
動
と
の
関
連
に
注
目
す
る
。
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社
会
階

層

日
本

に
お
い
て
は
、
社
会
階
層
と
関
係
的
資
源

の
関
連

(村
瀬

一り
Φ。。レ
㊤
Φ
㊤
"
安
田

一り
り
。。)、
学
歴
や
収
入
、
職
業
な
ど
の
社
会
階
層
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
多
様
性

の
関
連

(村
澤

一
⑩
り。。
"
野
沢

お
り
9

菅
野

一⑩
⑩
倉

お
リメ

一
㊤O
。。
P

一㊤
Φ。。
ぴ
)
な
ど
が
示
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
社
会
階
層
の
効
果
は
そ
れ

ほ
ど
強
く
な

い
が
、
社
会
経
済
的
地
位
が
高

い
ほ
ど
中
距
離
に
住
む
友
人
数

が
増
え
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

(松
本

一㊤
霧
)。
こ
こ
で
は
、
B
本
全
国

を
対
象
と
し
た
確
率
標
本
デ
ー
タ
に
お
い
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
多
様
性
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
勢
力
性
と
社
会
階
層
の
関
連
を
検
証
す
る
。
そ
の
際
に
、
世

帯
収
入
や
所
有
財
産
と
い
っ
た
経
済
的
な
側
面
(経
済
階
層
)と
、
学
歴
や
職
業

威
信
と
い
っ
た
必
ず
し
も
経
済
的
な
も
の
に
限
定
さ
れ
な
い
社
会
階
層
の
側

面

(地
位
階
層
)
の
二
つ
に
焦
点
を
あ
て
る
。

地
位

の
非

一
貫
性

社
会
階
層
的
な
要
因
の

一
つ
と
し
て
、
個
人
の
持
つ
複
数

の
地
位
に
お
け
る
食

い
違

い
を
表
す
地
位

の
非

一
貫
性
が
あ
る

(い
Φ
p
ω匹

一り
鰹
"
今
田

・
原

一Φ
謬
"
今
田

一
⑩c・Φ
)。
日
本
社
会
で
は
次
第
に
地
位
の
非

一

貫
性
が
広
ま
り
、
あ
る
意
味
で
平
等
な
社
会
が
実
現
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ

れ
る

(富
永

・
友
枝

一
Φ。。9

富
永
一
㊤り
ト。
)。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
地
位
が

一

貫
し
結
晶
化
し
て
い
る
こ
と
が
、
自
由
で
開
放
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性

の
広
が
り
を
妨
げ
る
障
壁
と
な

っ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
す
る
。

世
代
間
移
動

も
う

一
つ
の
、
他
の
社
会
階
層
的
な
重
要
な
要
因
と
し
て
社
会

移
動
が
あ
る
。
社
会
移
動

の
う
ち
、
世
代
間
移
動
は
本
人
の
出
身
階
層
か
ら

到
達
階
層

へ
と
生
活
空
間
の
変
化
を
も
た
ら
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
接
触
す
る

具
体
的
な
他
者
も
変
わ
り
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
も
大
き
く
影
響
を
受
け
る
と
考

え
ら
れ
る

(しd
矼
⊆
一霧
011
一りO
㎝
…
山
口

お
り
。。)α
こ
こ
で
は
、
親
の
世
代
の
関

係
的
資
源
が
何
ら
か
の
形
で
子
の
世
代
に
ひ
き

つ
が
れ
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
勢

力
性
に
格
差
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

4

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
特
性
の
共
分
散
構
造
分
析

4

・
ー

デ
ー
タ

分
析
は
、
「社
会
階
層
と
社
会
移
動

(S
S
M
)」
調
査
を
用

い
、
75
年
は
A
票

と
B
票

(一
㊤
胡
年
S
S
M
全
国
調
査
委
員
会

一
Φ
♂
)、
95
年
は
B
票
と
P
票

(一り霧
年
S
S
M
調
査
研
究
会

一⑩
㊤
①)
の
男
性
を
対
象
と
す
る
。
用
い
る
変
数
は
、

地
位
階
層
(学
歴
、
職
業
威
信
)、
経
済
階
層
(世
帯
収
入
、
所
有
財
)、
地
位
の
非

一
貫
性
、
世
代
間
移
動
で
あ
る

(表
1
)
〔、}。
な
お
、
75
年
で
は
サ
ン
プ
ル
が

男
性
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
男
性
の
方
が
社
会
階
層
の
影
響
を
強

く
受
け
て
お
り
、
女
性
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
な
ど
様
々
な
要

因
に
も
影
響
を
受
け
る
こ
と

(菅
野

一
㊤
り。。
o)
な
ど
か
ら
、
分
析
は
男
性
に
限
定

す
る
。

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
の
観
測
変
数
の
平
均
と
標
準
偏
差
は
表
2
の
通

り
で
あ
る
。
75
年
か
ら
95
年
に
か
け
て
学
歴
と
職
業
威
信
の
平
均
が
や
や
上
昇

し
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
た
だ
し
、
質
問
項
目
の
選
択
肢
の
違
い
か
ら
、

世
帯
収
入
や
所
有
財
産
の
平
均

の
推
移
に

つ
い
て
素
朴
に
は
言
及
で
き
な
い
。
・

ま
た
、
父
も
本
人
も
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー

(農
業
を
含
む
)
で
あ
る
者
の
比
率
は
、

95
年
に
お
い
て
減
少
し
て
い
る
。

社会的 ネッ トワー クの経 時分析127



表1観 測変数の概要

地位階層

教育年数

職業威信

経済階層

世帯収入

所有財

本人の最終学歴の年数

本人の現職業の職業威信スコア(75年 基

準スコアと95年 版威信スコア)

年間世帯収入

現在所有している財産項目の総和(16)

地位の非一貫性

非一貫性 本人の教育年数、職業威信、世帯収入の

それぞれのパーセンタイル値の差の二乗

和の平方根(17}

世代間移動

B→B

W→B

W→W

父職ブルーカラー(農 業含む)→ 本人職ブ

ルーカ ラー(農 業含む)な らば1、 それ以

外は0の ダミー変数

父職 ホワイ トカ ラー → 本 人職 ブルーカ

ラー(農 業含む)な らば1、 それ以外 は0

のダミー変数

父職ホ ワイ トカラー → 本人職ホワイ トカ

ラーな らば1、 それ以外は0の ダミー変数

表2観 測変数のプロフィール

1975An=2235

観測変数 学歴 職業威信 収入 財産B→BW→BW→Wsum』et

平 均10。76

標 準 偏 差2.81

45.166.89

10.813,74

8.76.47.09。22

3.06.5028.42

1.60

1,15

1995Bn;848

平 均12.41

標 準 偏 差2.71

5L929.39

8.973.34

4.58.35.11.27

2.18.48,32.44

4

ρD

7

0
0

1

1

1975Bn=1153

観測変数 学歴 職業威信 収入 非一貫性sd」1et

平 均10.71

標 準 偏 差2.92

45.436.635LO64.34

11ユ73.6327.412.12

1995Pn=398

平 均12.55

標 準 偏 差2.59

52.379.1847.234.03 .

9.363.2826.142.39
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4

・
2

分
析

モ
デ

ル

本
研
究
は
社
会
階
層
の
要
因
が
人

々
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
特
性
に
影
響
す
る
モ

デ
ル
を
想
定
す
る
。
そ
こ
で
、
75
年
と
95
年
の
デ
ー
タ
に
お
い
て
、
被
説
明
変

数
と
し
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
と
ネ

ッ
ト
ワ
r
ク
勢
力
性
の
二
つ
の
対
照
的

な
、不
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
性
の
指
標
を
、
説
明
変
数
と
し
て
は
表
1
に
示
さ
れ
た
社

会
階
層
変
数
を
用
い
て
共
分
散
構
造
分
析
を
行

っ
た

冖、.。

特
に
、
脱
階
層
化
の

一
側
面
を
表
す
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
の
モ
デ
ル
に
対

し
て
は
説
明
変
数
に
地
位
の
非

一
貫
性
を
表
す
変
数
を
含
め
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

の
広
が
り
に
対
す
る
地
位
の

一
貫
に
よ
る
障
壁
の
効
果
を
探

っ
た
。
ま
た
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
勢
力
性

の
モ
デ
ル
に
対
し
て
は
説
明
変
数
に
世
代
間
移
動

の
パ
タ

ー
ン
を
表
す
ダ
ミ
ー
変
数
を
含
め
、
多
母
集
団
解
析
の
簡
便
法

〔.,}
に
よ

っ
て
、

親
か
ら
子

ヘ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
勢
力
性
が
継
承
さ
れ
る
効
果
を
探
る
こ
と
に
し
よ

う
。

4

.
3

地

位

階

層

と

弱

い
関

連

を

示

す

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

多

様

性

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
多

様
性

の
分

析

.、
　
の

フ
ィ

ッ
ト

に

つ

い
て
は

、

一
㊤
瞬

年

B
票

に

つ

い
て
は

、

k
、
旺

①
.Q。
①
◎

位
ト

旺

N

O
勾
H
睡

b
曾

℃
O
閃
H
瞠

●り
Φ
○。
鴇
〉
Ω
胃
H
"

b
O。
倉

幻
ζ

○り
国
>

11

b
念

、

一
Φ
O
①
年

P
票

に

つ

い
て
は

、

k
、
"

メ
刈
ω
ど

α
ト

旺

N
"
O
閃
H
11

.Φ
お

"
O
閃
H
11

・⑩
り
N

>
O
閃
H
11

.逡

ρ

菊
ζ
ω
国
》

陛

・O
Q。
α
、

で
あ

る

(図

4
、

図

5
)。

一
㊤
誤

年

B

票

デ
ー

タ

は

も

ち

ろ
ん

の

こ
と

、

一
㊤
霧

年

P
票

デ

ー

タ

も

ま
ず

ま

ず

の
適

合

度
と

い
え

る
。

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
多

様

性

に
対

し

て
は

、

ま

ず

75

年

、

95

年

を

通

し

て
、

地
位

階

層

が

有

意

な

正

の
直

接

効

果

を

持

っ
て

い
る

(75

年

で

りω
刈
、

95

年

で

・b。
㊤
、

1
%
有
意
)。
こ
の
理
由
と
し
て
機
会
構
造
が
あ
る

(閃
①己

一り
。。
尸

一Φ
。。卜。
)。
地
位

階
層
は
学
歴
、
職
業
威
信
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
学
歴
に
つ
い
て
は
以
下
の
説

明
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
中
学
卒
、
高
校
卒
、
短
大

・
高
専
卒
、
大
学

・
大

学
院
卒
ご
と
に
職
業
の
構
成
比
を
見
る
と
、
専
門

・
管
理
職
に
就

い
て
い
る
者

は
ρ
O
承
、
9
①
誤
、
も。
P
一承
、
誌

ひ
ま
と
増
加
し
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
に
な
る
者
は

。。
一眞
ま
、
α
O
.O
ま
、
b。
①
.一承
、
一
α
.刈
承
と
減
少
す
る

(95
年
P
票
)。

つ
ま
り
高
学

歴
者
は
、
中
学
校
、
高
校
、
大
学
な
ど
を
通
し
て
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
し
、

結
果
的
に
社
会
的
上
層
と
知
り
合
え
る
が
、
他
方
、
低
学
歴
者
は
高
等
教
育
機
,

関
に
所
属
す
る
機
会
が
な
い
た
め
に
高
学
歴
者
と
接
す
る
機
会
が
少
な
く
な
り
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
労
働
者
と
の
交
際
が
促
進
さ
れ
る
。
ま
た
、
高
学
歴
者
の
交
際
相

手
は
社
会
的
に
上
層
や
下
層
で
あ
る
た
め
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
多
様

に
な
り
う
る

が
、
低
学
歴
者
は
同
質
的
な
下
層
と
の
交
際
が
多
く
な
る
と

い
う
、
階
層
の
軸

に
沿

っ
た
関
係
の
非
対
称
性
が
考
え
ら
れ
る

〔,)。
ま
た
、
職
業
威
信
に
つ
い
て

も
、
職
業
威
信
が
低
け
れ
ば
、
自
分
と
同
じ
よ
う
な
職
業
の
他
者
と
同
質
的
な

交
際
を
形
成
し
、
威
信
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
様
々
な
他
者
と
の
異
質
な
広
が
り

を
形
成
で
き
る
と
い
う
非
対
称
性
を
見
出
ぜ
る
。

他
方
で
、
75
年
、
95
年
を
通
し
て
、
経
済
階
層
は
直
接
効
果
を
持
た
な

い
。

経
済
階
層
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
の
相
関
(表
3
)を
見
る
と
、
75
年
で

●O
Φ
ω
、

95
年
で

●一念
と
か
す
か
に
相
関
が
あ
る

(1
%
有
意
)
が
、
こ
れ
は
地
位
階
層
に

よ
る
疑
似
効
果
で
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
で
は
、

社
会
階
層
に
よ
る
説
明
力
は
低
く
変
化
の
な

い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る

(決
定
係
数

は
75
年
で
』
N
、
95
年
で

」
卜。)。

社会的ネ ッ トワークの経時分析129



図41975年B票 ネッ トワーク多様性の共分散構造モデル

図51995年P票 ネットワーク多様性 の共分散構造モデル
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潜在変数間の相関(ネ ッ トワーク多様性)表3

1975B

地位の ネットワーク

非一貫性 多様性経済階層

1.000

 

00

57

の

の

ー

1.000

.041

.093

地位階層

1.000

.403

一.162

.326

地位階層

経済階層

地位の非一貫性

ネットワーク多様性

1995P

ネットワーク

多様性

地位の

非一貫性経済階層

1.000

1.000

一.112

1.000

.060

.144

地位階層

1.000

.487

一.115

.301

地位階層

経済階層

地位の非一貫性

ネットワーク多様性

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
に
対
す
る
地
位

の
非

一
貫
性
効
果
の
消
失

75
年

で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
は
地
位
が
非

}
貫
で
あ
る
と
広
が
り
、
地
位

が

一
貫
で
あ
る
と
狭
ま
る
直
接
効
果
が
み
ら
れ
た

(.富
、
1
%
有
意
)
(、
)。

が
、
95
年
で
は
こ
の
直
接
効
果
は
消
え
て
い
る

n
)。
他
の
要
因
を

コ
ン
ト

ロ

ー
ル
し
た
上
で
は
、
地
位
非

一
貫
性
は
有
意
な
効
果
を
持
た
ず

♂
。。
、
10
%

で
非
有
意
)、
75
年
で
見
ら
れ
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
に
対
す
る
地
位
非

一

貫
性
の
直
接
効
果
は
、
95
年
に
な

っ
て
失
わ
れ
た
。
地
位
の
非

一
貫
性
は

マ

ク
ロ
な
階
層
構
造
の
歪
み
と
個
々
人
の
階
層

へ
の
重
複
的
で
あ
い
ま
い
な
所

属
を
表
す
。
そ
の
た
め
、
い
ず
れ
か
の
地
位
が
近
い
な
ら
ば
他
の
地
位
が
異

な
る
他
者
と
も

つ
き
あ
い
を
促
進
す
る
橋
渡
し
の
よ
う
な
効
果
を
持
つ
。
し

か
し
95
年
で
は
有
意
な
効
果
を
持
た
ず
、
.現
代
で
の
地
位
非

一
貫
性

の
意
味

が
変
わ

っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
社
会
的
に
類
似
し
て
い
る
者
同

士
で
の
選
択
的
交
際
が
顕
著

で
あ
る
こ
と
は

つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る

(岡
本

ち
。。⑩
)
が
、
地
位
の
非

一
貫
性
が
広
ま
る
と
人
々
の
間
で
の
類
似
の
持
つ
意
味

が
変
わ
る
。

75
年
と
95
年
の
階
層
構
造
の
変
化
を
捉
え
る
た
め
に
、
ク
ラ
ス
タ
数
を
9

に
固
定
し
て

愈
邑
永

一Φ爲
)、
学
歴
、
職
業
威
信
、
世
帯
収
入
の
パ
ー
セ
ン
タ

イ
ル
値
を
も
と
に
ク
ラ
ス
タ
i
分
析
を
行

っ
た
。
75
年
で
は
高
地
位

一
貫
、

中
地
位

一
貫
、
低
地
位

一
貫
の
構
成
比
は
、
一
N
①
承
、
一㎝
」
承
、
一。。
』
承
で
あ

り
qO

●。。承
が

一
貫
層
で
あ
る
。
他
方
95
年
で
は
、
一。。
.①
ま
、
一
一●ω
ま
、
置
ま
で

あ
り
、

一
貫
層
は
ωQ。
・⑩ま
で
あ
る
。
非

一
貫
層
は
お
b
ま
か
ら
Φ
一」
ま
へ
と
増

大
し
て
い
る
。
次
に
、
ク
ラ
ス
タ
ー
ご
と
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
の
値
を

見
て
み
た

(図
6
、
図
7
)。
そ
の
結
果
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
の
値
が
高

社会的 ネッ トワークの経 時分析131
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地
位

一
貫
層
で
も

っ
と
も
高
く
、
低
地
位

一
貫
層
で
低
い
こ
と
が
75
年

・
95

年
に
お

い
て
共
通
し
て
い
る
。
そ

し
て
75
年

で
は
低
地
位

一
貫

・
中
地
位

一

貫
層
に
比
べ
、
非

一
貫
層
の
方
が
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
が
高

い
。
し
か
し

95
年
で
は
、
低
地
位

一
貫

・
中
地
位

一
貫
層
と
非

一
貫
層
と
は
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
多
様
性
が
同
程
度
に
な

っ
て
い
る
。
応
年
で
は
、
半
分
を
占
め
て
い
た
非

一
貫
層
の
方
が
多
様
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
た
が
、
95
年
で
は
非

一
貫
層
が
6
割
以
上
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
の
値

も
散
ら
ば

っ
て
い
る
。

.
、不
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
《
対
し
て
、
75
年
と
95
年
を
通
し
て
地
位
階
層
が

一
貫
し
て
影
響
し
て
お
り
、
弱
い
と
は
い
え
そ
の
規
定
力
に
あ
ま
り
変
化
は

な

い
。
た
だ
、
非

一
貫
層
の
構
成
比
は
大
き
く
な
り
、
あ
る
意
味
で
は
平
等

化

・
中
流
化
が
生
じ
て
い
る
と
も

い
え
る
。
し
か
も
、
地
位
が

一
貫
で
あ
る

こ
と
が
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
を
妨
げ
て
い
た
障
壁
-

上
層
は
下
層
と

も

つ
き
あ
え
る
が
、
下
層
は
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
上
方
に
広
げ
た
く
と
も
広
げ

ら
れ
な
い
ー

が
95
年
に
お
い
て
消
滅
し
た
。
以
上
か
ら
、
人
々
の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
い
て
脱
階
層
化
が
生
じ
つ
つ
あ
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
。

4

・
4

経

済

階

層

の

効

果

が

大

き

い
ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク

勢

力

性

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
勢

力

性

に

つ

い

て

の
分

析

の

フ

ィ

ッ
ト

は

、

一
り
刈
㎝
年

A

票

は

、

ぺ
、
11

一
α
メ
O
Q。
P

α
ト

ー1

P

O
「
H
11

●㊤
①
N

Ω
閃
H
11

b
c。
ρ

>
O
「
H
H

●Φ
ω
ω
鴇

園
ζ

ω
国
>

11

・O
。。
①
で
あ

る
。

一
8

α
年

B
票

は

、

k
、

11

も。
心
.認

P

山
ト

ー1

P

O
国

口

。㊤
逡

、
O
閃
H
旺

●Φ
り
ρ

>
O
「
H
11

b
㎝
P

園
ζ

ω
国
〉

目

b
α
Q。
、

で
あ

る
。

一
Φ
り
α
年

B

票

デ

ー

タ

は

も

ち

ろ

ん

だ

が

、

サ

ン

プ

ル

数

が

多

い
ご

と

を

考

慮

す

れ

ば
、

ガ
が
若
干
高
め
の
一〇
誤
年
A
票
デ
ー
タ
の
適
合
度
も
良

い

〔毘
v。
多
母
集

団
解
析
の
簡
便
法
を
用
い
て
い
る
た
め
、
図
に
は
平
均
に
よ
る
効
果
と
共
分
散

に
よ
る
効
果
が
同
時
に
示
し
て
あ
る

(図
8
、
図
9
)。

ま
ず
、
地
位
階
層
と
経
済
階
層
に
対
し
て
、
世
代
間
移
動

の
パ
タ
ー
ン
が
与

え
る
平
均
の
効
果
に
75
年
、
95
年
の
両
時
点
を
通
し
て
劇
的
な
変
化
は
な

い
。

分
析
の
基
準
で
あ
る
父
が
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
で
本
人
が
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
で
あ
る

者
に
比
較
す
る
と
、
世
代
間
で
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
に
滞
在
す
る
場
合

(bd
↓
ゆ
)
と
父

が
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
で
本
人
が
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
で
あ
る
場
合

(芝
↓
ω
)
は
地
位

階
層

・
経
済
階
層
と
も
に
下
が
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
世
代
間
で
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
に
滞
在
す
る
場
合

(≦
↓
≦
)
は
地
位
階
層

・
経
済
階
層
と
も
に
上
が
る

傾
向
に
あ
る

(以
上
の
全
て
の
係
数
は
ー
%
有
意
)。
な
お
、
潜
在
変
数
の
平
均

に
つ
い
て
は
表
4
に
示
し
た
。
た
だ
し
、
潜
在
変
数
の
平
均
に
つ
い
て
は
非
標

準
化
係
数
で
求
め
た
も
の
を
示
し
て
い
る
。

次
に
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
勢
力
性
に
対
し
て
、
75
年
、
95
年
を
通
し
て

一
貫
し

て
、
世
帯
収
入
と
所
有
財
産
で
構
成
さ
れ
て
い
る
経
済
階
層
が
非
常
に
強

い
効

果
を
有
し
て
い
る

(75
年
で

.紹
、
95
年
で

●①
O
、
1
%
有
意
)
(B>。
権
力
や
勢

力
を
掌
握
し
て
い
る
も
の
と
の
結
び

つ
き
あ

い
は
、
経
済
的
な
力
と
密
接
に
結

び
つ
い
て
い
る
。

他
方

で
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
勢
力
性
に
対
し
て
地
位
階
層
は
直
接
効
果
を
ほ
と

ん
ど
持
た
な
い
(75
年
で

山
。。、
95
年
で
山
①
、
た
だ
し
両
方
と
も
10
%
有
意
に

す
ぎ
な
い
)
へ、
)。
潜
在
変
数
問
の
相
関

(表
5
)
を
見
る
と
、
地
位
階
層
は
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
勢
力
性
に
対
し
て
正
の
関
係
を
有
し
て
い
る

(75
年
で

・b。
ω。。、
95
年

で

●N
逡
、
両
方
と
も
ー
%
有
意
)。
こ
れ
は
、
現
実
の
杜
会
で
は
、
経
済
階
層
が
高
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図8 1975年A票 ネッ ト「ワーク勢力性 の多母集団解析簡便モデル

図9 1995年B票 ネッ トワーク勢力性の多母集団解析簡便モデル
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表4多 母集団解析簡便法における潜在変数の平均

1975A

平均

B→BW→BW→W地 位階層 経済階層

ネットワーク

勢力性

父B→ 子B

父W→ 子B

父B→ 子W

父W→ 子W

1

0

0

0

0

1

0

0

nU

nU

O

-

一2 .42

-2 .19

0

0.72

二1.28

.ゴ13

0

0.52

一.39

一.34

0

0.03

1995B
'平 均

B→BW→BW→W地 位階層 経済階層

ネットワーク

勢 力性

父B→ 子B

父W→ 子B

父B→ 子W

父W→ 子W

1

0

0

0

0

1

0

0

O

nU

O

-

一2 .19

-1 .59

0

1.44

一1 .41

-0 .75

0

1.00

一〇.44

-0 .44

0

0.45

表5潜 在変数 と観測変数の相関(ネ ットワーク勢力性)

1975A

B→BW→BW→W地 位階層 経済階層

ネットワーク

勢力性

B→B

W→B

W→W

地位階層

経済階層

ネットワーク勢力性

1.000

一.2921.000

一.501一.1671.000

一.755-206.647

一.307一.081.278

一.151一.035.109

1.000

.618

.238

1.000

.420 1.000

1995B

B→BW→BW→W地 位階層 経済階層

ネットワーク

勢力性

B→B

W→B

W→W

地位階層

経済階層

ネットワーク勢力性

1.000

一.264

一.447

一.647

一.355

一.191

1.000

一.216

一.197

㍉068

一。093

1.000

.656

.349

。237

1.000

.627

.294 .

0

武
)

0

り
々

0

【
U

1

1.000

135一 社会的 ネッ トワー クの経 時分析



く
な
れ
ば
地
位
階
層
も
高
く
な
る
傾
向
が
強
く
見
ら
れ
る
た
め
の
擬
似
的
な
関

連
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
(経
済
階
層
と
地
位
階
層
の
相
関
係
数
は
、
75
年
で

.臼
。。
、
95
年
で
.O
b。
刈
、
両
方
と
も
ー
%
有
意
)。

前
節
の
分
析
で
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
に
対
し
て
地
位
階
暦
が
効
果
を
持

」

っ
て
い
た
が
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
勢
力
性
に
対
し
て
は
経
済
階
層
が
強
い
効
果
を

持

っ
て
お
り
、
対
照
的
な
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
指
標
に
対
し
て
社
会
階
層
の
異
な
る

側
面
が
関
連
し
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
決
定
係
数
は
、
75
年
に
比

べ
て
95
年
の
方
が
高
く
な

っ
て
お
り
(乃
年

は

.お
、
95
年
は

』
り)、
勢
力
層
と

の
交
際
の
基
盤
と
し
て
経
済
的
な
資
源
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な

っ
て
き
て
い
る
と

い
え
る
。

ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
勢
力
性
に
対
す

る
世
代
間
移
動
の
効
果
の
顕
在
化

ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
勢
力
性
に
対
し
て
も

、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
か
ら
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
へ

の
移
動
を
基
準
と
し
た
場
合
の
世
代
間
移
動
の
平
均
の
効
果
を
見
て
い
る
。

図
で
は
標
準
化
解
の
み
を
示
し
て
あ
る
が
、
世
代
間
移
動
か
ら
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
勢
力
性

へ
の
効
果
を
非
標
準
化
解
で
示
す
と
、
75
年
A
票
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
係
数
は
bU
↓
ゆ
は

-・①
一〇
、
乏
↓
しd
は

-.罐
①
、
≦
↓
乏
は

.O認
、
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
か
ら
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
へ
と
世
代
間
移
動
し
た
者

を
基
準
と
し
た
今
回
の
分
析
の
場
合
、
父
子
と
も
に
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
で
あ
る

と

-・①
一①
だ
け
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
勢
力
性

の
平
均
が
低
く
な
る

(5
%
有
意
)
。

同
様
に
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
か
ら
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
へ
と
世
代
間
移
動
は

-.罐
O

だ
け
平
均
が
低
く
な
る
傾
向
が
あ
る

(10
%
有
意
)。
そ
し
て
、
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
か
ら
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

へ
滞
在
し
て
も
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
勢
力
性

の
平

均

に
有
意

な

増

加

は
見

ら

れ

な

い
。

一
方

、

95
年

B

票

で
は

、

そ

れ

ぞ

れ

の
非

標

準

化

係

数

は

、

bd
↓

bd
は

-

b
お

、

≦
↓

しd
は

-
●心
謹

、
≦

↓

芝

は

●ω
刈
O
、

で
あ

る

。

先

ほ

ど
と

同
じ

よ
う

に
、

ブ

ル
ー

カ

ラ
i
滞

在

は

-
b
お

だ

け
ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク
勢

力

性

の
平

均

が

減

少

す

る

傾
向

が

あ

り

(
10

%
有

意

)
、

ま

た

、

ホ

ワ
イ

ト

カ

ラ

ー

か
ら

ブ

ル
ー

カ

ラ

!

へ
の
世
代

間
移

動

は

-躯
謹

だ

け

平
均

が

下

が

る

(
5

%
有

意

)
。

た

だ

し
、

決

定

的

に
異

な

る

の
は

、

ホ

ワ

イ

ト

カ

ラ

ー

か

ら

ホ

ワ
イ

ト

カ

ラ
ー

へ
滞

在

し

た

場
合

、

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
勢

.力

性

の
平

均

が

●ω
刈
O
上

が

っ
て

い
る

こ
と

で
あ

る

(5

%
有

意

)
。

世

代

間
移

動

の
効

果

は

75
年

に

お

い
て
は

み

ら

れ

な

い
が

、

95

年

で
ネ

ッ

ト

ワ
ー

ク
勢

力

性

の
継

承

が

見

ら

れ
は

じ

め

た

こ
と

を

分
析

結

果

は
示

し

て

い
る
。

ブ

ル
ー

カ

ラ

ー

は
親

世
代

が
ど

う

で
あ

ろ
う

と

ホ

ワ
イ

ト

カ

ラ

ー

に

比

べ

て
ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク
勢

力

性

を

有

し

て

い
な

い
。

そ

し

て
≦

↓

芝

が
有

意

で
あ

る

こ
と

か

ら

、

ホ

ワ
イ

ト

カ

ラ

ー

の
中

で
も

、

父

が

ブ

ル

ー

カ

ラ

ー

で

あ

る

者

に
比

べ
て

、

父
も

ホ

ワ
イ

ト

カ

ラ

ー

で
あ

る
者

の
方

が

よ

り

勢

力

的

な

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

獲

得

す

る
傾

向

が

あ

る

。

父

職

と

本

人

職

と

で
、

ブ

ル

ー

カ

ラ

i

・
ホ

ワ

イ

ト

カ

ラ
ー

別

に

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

勢

力

性

の
観

測

変

数

(ω
⊆
ヨ
』

①
冖
)の
平

均

値

を

図

で
見

る

と

図

10

、

図

11

の
よ

う

に

な

る

(些
。

経

済

階

層

に

よ

っ
て
大

き

く

規

定

さ

れ

る

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク
勢

力

性

は

、

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
多

様

性

よ

り

も

説

明

力

が

高

め

で
あ

り

、

95

年

で
は

さ

ら

に
高

く

な

っ
て

い
る
。

し
か

も

95
年

で

は
、

同
じ

ホ

ワ
イ

ト

カ

ラ

ー

で
あ

っ
て
も

、

親

世

代
も

ホ

ワ
イ

ト

カ

ラ
ー

で
あ

る

者

の
方

が

コ
ネ

や

ツ

テ
と

し

て
重

要

で
あ

る
ネ

ッ
ト

ワ

ー
ク

勢

力
性

が
高

く

な

っ
て

い
る
。
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図101975年A票 世代間移動 とネッ トワーク勢力性(観 測変数)
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図111995年B票 世代間移動 とネットワーク勢力性(観 測変数)

社会的ネットワークの経時分析



5

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
行
方
と
階
層
格
差
の
隠
蔽

以
上
の
分
析
よ
り
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
対
し
て
社
会
階

層
の
影
響
の
お
よ
ぼ
し
方
が
異
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
勢
力

性
は
経
済
階
層
か
ら
大
き
な
直
接
効
果
を
受
け
て
お
り
、
分
散
の
三
割
程
度
も

モ
デ
ル
に
よ

っ
て
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
、
説
明
さ
れ
る
割
合
は
95
年
に
な

っ
て

高
ま

っ
て
お
り
、
社
会
階
層
と
の
結
び

つ
き
が
さ
ら
に
密
接
に
な

っ
て
き
て
い

る
。
他
方
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
は
、
経
済
階
層
か
ら
直
接
効
果
を
受
け
て

な

い
。
地
位
階
層
は
直
接
効
果
を
若
干
持

つ
も
の
の
、
分
散
の

一
割
程
度
し
か

説
明
し
て
お
ら
ず
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
は
社
会
階
層
か
ら
比
較
的
に
逃
れ

へ

て
い
る
と

い
え
る
。
た
だ
し
そ
の
弱

い
規
定
力
も
、
95
年
に
な

っ
て
さ
ら
に
弱

ま

っ
た
わ
け
で
は
ま

っ
た
く
な
い
。

脱
階
層
論
に
よ
れ
ば
、
人
々
は
階
層
に
縛
ら
れ
な
い
自
由
で
開
放
的
な
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
よ
う
に
な
り
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す
る
社
会
階
層
の
効

果
は
次
第
に
弱
ま
る
は
ず
だ

っ
た
。
が
、
分
析
の
結
果
、
経
済
階
層
に
お
い
て

上
層
で
あ
る
ほ
ど
権
力
と
の
コ
ネ
や
ツ
テ
を
表
す
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
勢
力
性
が
高

ま
り
、
ま
た
、
地
位
階
層
に
お

い
て
上
層
で
あ
る
ほ
ど
開
放
的
で
多
様
な
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
傾
向
が
、
75
年

・
95
年
の
い
ず
れ
の
時
点
で
も
み

ら
れ
た
。
そ
し
て
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
に
対
す
る
社
会
階
層
の
説
明
力
は

決
し
て
弱
ま

っ
て
は
お
ら
ず
、
そ
れ
ば
か
り
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
勢
力
性
に
対
す

る
経
済
階
層
の
説
明
力
は
む
し
ろ
95
年

で
高
ま

っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
20
年
の

経
時
デ
ー
タ
を
見
る
限
り
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
視
点
か
ら
は
単
純
に
は
脱
階
層

論
を
支
持
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、
自
由
で
開
放
的
に
広
げ
て
い
く
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
様
性
に
対
す
る

地
位
の

一
貫
性
や
結
晶
化
に
由
来
す
る
障
壁
は
消
失
し
た
も
の
の
、
コ
ネ
や
ツ

テ
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
勢
力
性
に
対
し
て
は
世
代
間
継
承
が
顕
在
化
し
た
。

対
照
的
な
特
性
に
お
け
る
対
照
的
な
こ
の
変
化
は
、

つ
き
あ
い
に
お
け
る
選
択

自
由
の
主
観
的
獲
得
に
よ
る
、

つ
き
あ
い
に
お
け
る
客
観
的
な
階
層
格
差
の
隠

蔽
を
も
た
ら
し
う
る
。
「曲豆
か
な
社
会
」
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
あ
り
方
は

"見
え
に
く
い
"
格
差
を
促
進
し
、
脱
階
層
化
と

い
う
言
葉
に
よ

る
社
会
階
層
の
隠
蔽
を
今
後
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。

謝

辞本
研
究

は
一
り
り
㎝
年
S

S
M
調
査

研
究

の

.一
環
と
し

て
お
こ
な

っ
た
も

の
で
あ
り
、

デ

ー
タ
の
使

用
お
よ
び
結
果

の
発

表
に
あ
た

っ
て
阿
研
究
会

の
許
可
を
頂
き
ま

し
た
。
本

稿
は
、

一
り
8
年

S
S
M
デ
ー
タ
B
票

の
み
を
分
析
対
象

と
し
た

一
り
零
年

関
西
社
会
学
会

で
の
配
布
論
文

と
そ
れ
を
発
展

さ
せ
た

「
社
会
階
層

と
社
会
的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」

(
『年

報
人
間
科
学
』

一
〇
口
O
一
∴
一ω
)

に
対
し

て
一
㊤
謡

年
S

S
M
デ
ー
タ
と

の
比
較

を
行

っ
た

「
社
会
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
趨

勢
」

(
一〇
8
年

S
S
M
調
査
報
告

シ
リ
ー
ズ
ー7

『社

会
階

層
と
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
』

b。
刈
一
-N
O
b。
)

で
用

い
た

デ
ー
タ
と
変
数
を
取
捨
選

択
し

て
新
た

に
分
析
し
、
議
論
を

発
展
さ
せ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
直
井
優
先
生

(武
蔵
大
学

)
、
原

純

輔
先
生

(東
北
大
学
)
、
そ
の
他
の
先
生
、
か
ら
頂

い
た

コ
メ
ン
ト

に
よ

っ
て
内
容

が

改
善

さ
れ
ま
し
た
。
以

上
を
記
し

て
こ
こ
に
感

謝
致
し
ま
す

。
た
だ

し
本
稿

の
責
任

は

ひ
と
え

に
筆
者
に
あ
り
ま
す
。
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(
1注

 

(2
)

(3
)

(4
)

(5
)

(6
)

(7
)

(8
)

人

々
の
交
際
を
分
析
す

る
際

の
、

一
り
胡
年

や
一Φ
Φ
㎝
年

の
ω
ω
ζ
調
査
質
問
項
目

の
メ
リ

ッ
ト
や
問
題
点
な
ど
に

つ
い
て
は
菅

野
(一
8
c。
σ
)を
参
照
。

つ
き
あ

い
の
相
手

の
職
業
名

の
詳
細
、
そ

れ
ぞ
れ

に
割
り
振

っ
た
職
業
威
信

ス
コ
ア
の
実
際

の
値

に
つ
い
て
は
菅

野
(一
8
Qo
σ
)を
参

照
。

菅
野
(一Φ
O
OQ
四
℃一
り
り
OQσ
)は
勢
力
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
之

い
う
言
葉
を
用

い
て
い
る
が
、

ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

の
特
性

そ
の
も

の
を
表
す

に
は
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
勢
力
性

の
方

が
適
し

て
い
る
と
判
断
し
た
。

主
成
分
法

で
因
子
分
析
を

行

い
、
因
子
得
点

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
勢
力
性

の
指

標

の
値
と
し
た
分
析
結
果
に

つ
い
て
は
菅

野
(一
㊤
Φ
○。σ
)を
参

照
。

地
理
的

要
因

(居
住
地
区

の
人

口
密
度
、
地

理
移

動

の
有
無
)
、
本
人
年
齢

、

従
業
先

の
雇
用
規
模

、
職

階

に
お
け

る
権
威

の
有

無
な
ど
が
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

に
対

し

て
持

つ
効

果
や
そ

の
他
細

か

い
点

に

つ
い
て
は
菅

野
(一
り
り
。。
σ
)を
参

照
。
本

研
究

で
は
社
会
階

層
的
な

テ
ー

マ
に
焦
点
を
絞
り
、

モ
デ
ル
を
単

純

化
す
る
。

潜
在
変
数

の
指
標

の
選
択

に
際
し

て
は
o。
8
ロ
鼠

ω①
国
閃
〉
を
用

い
た
(狩

野

・

原

田

一
㊤
Φ
N

=
田
蠢

畠

穹

α
閑
譽
o
一
Φ
O
。。
嚇
閑
畧

ρ

畧

α
国
興
巴

四
一
り
Φ
◎。
…
狩

野

・
原

田

一
り
り
。。
閑
彗
o
p
巳

出
9。
蠶
山
巴
コ
O
「
Φ
のω
)。

本
来

な
ら
ば
、
世
代

間
移

動

の
パ
タ
ー
ン
ご
と

に
多
母
集

団
解
析
を
行
う

こ

と
が
望

ま
し

い
。

し
か
し
S
S
M

デ
ー
タ
は
サ

ン
プ

ル
数

が
大
き

い
た
め

に

棄
却

さ
れ
な

い
モ
デ
ル
構

築
は
難

し

い
。

ま
た
、
母
集
団
数

が
多

く
な
る
こ

と

で
も
多

母
集
団
解

析
は
困
難
と
な

る
。

こ

の
た
め
、
母
集
団

ご
と
に
平
均

は
異

な
る
が
、
共
分
散
構

造
は
同
じ

で
あ

る
と

い
う
仮
定

の
簡
便

法
を

本
研

究

で
は
用

い
る
こ
と

に
す
る
。

推
定

に
は
最
尤
法
を

用

い
た
。
誤
差

相
関
は

一
切
認
め

て

い
な

い
。
図
に
は

標
準
化

係
数
を
示

し
て
あ

る
。
な
お

、

*
が

つ
い
て
い
る
係
数

は
、
5
%

で

有
意

で
あ

る
。

(9
)

(10
)

(11
)

(12
)

(13
)

(14
)

他

の
理
由
と

し
て
、

学
歴

が
自

立
性

や
知

的
柔

軟
性
を

高

め
(困
o
げ
口

咢

Ω

ω
oげ
o
o
一興

一
Φ
。。
9

2
四
〇
一
畧

②
ω
。
す
o
o
一①
「
一
Φ
。。
9
、
異
質
な
社
会

に
属
す
る
他

者
と

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
を
可
能

に
す

る
た

め
に
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
多

様

性
が
増
大
す
る

こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。

75
年

で
の
地
位

非

一
貫
性
と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
多
様

性

の
相

関
は

。8

、

10

%

有
意

で
あ

る
。

95
年

で
は
、
地
位
非

一
貫
性
と
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
多

様
性

の
問

に
相

関
で
見

る

限
り
有
意
な
負

の
相
関
が
あ
る
(
-・一
一、

1
%
有
意
)。
し
か
し

こ
れ
は
、
図

5

を
見
れ
ば
分
か

る
通
り

地
位

階
層
に
よ

る
疑
似
相

関

で
あ

る
。
地
位

非

一
貫

性

の
ス
コ
ア
は
、
個
別

の
階

層
変
数
と

の
多
重
共

線
性
回
避

の
た
め
パ
ー

セ

ン
タ
イ

ル
値
を
も
と

に
構
成

さ
れ

て
い
る
が

、
地
位

階
層
と

か
す

か
に
弱

い

負

の
相

関
関
係
を
示

し
て

い
る
。

な
お
、

95
年

の
B
票

デ
ー
タ
を
用

い
て
、

八

つ
の
職
業
か
ら

75
年
基
準
威
信

ス

コ
ア
に
よ

っ
て
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
多
様
性

を
構
築
し

て
同
様

の
分

析
を

行
う
と
、
地
位

の
非

一
貫
性
が
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

多
様
性
を
広
げ

る
正

の
有
意

な
効
果
を
持

つ
こ
と

が
分
か

っ
て

い
る

(菅

野

一8

。。
p
)
。

つ
ま
り
、

75
年

基
準
威

信

ス
コ
ア
と
95
年

版
威

信

ス
コ
ア
の
相
関

は
非
常
に
高

い
が
、
今
回

の
分
析
と

や
や
結
果
が
異
な

っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

95
年

B
票
で

の
有
意

な
効
果
は
75
年

時
に
比

べ
る
と
弱
く

な

っ
て
き

て
い
る

こ
と
も
分
析
か

ら
分

か
る
。

そ
こ

で
本
稿

で
は
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
多

様
性

に
対

す
る
地
位

の
非

一
貫
性

の
効
果
は
弱
く

な

っ
て
き

て
い
る
と
捉
え

て
い
る
。

推
定

に
は
最
尤
法
を
用

い
た
。
図

に
は
標
準
化
係
数
を
示
し

て
あ
る
。
な
お
、

多
母
集
団
解
析

の
簡
便

法
に
お

い
て
世
代

間
移

動

の
三

つ
の
ダ
ミ
ー
変
数

は

平
均

の
効
果
を
表
し

て
い
る
に
す
ぎ
な

い
た
め
、
U
一
と
U
卜。
の
問

に
相
関
を
認

め
る

の
は
妥
当

で
あ
る
。
そ

の
他
の
誤
差
相
関
は
認
め

て
い
な

い
。

以
後

の
解
釈
は

、
慣

例
に
な
ら

い
、
簡
便
法

で
の
出
力
そ

の
ま
ま

の
値

で
行

う
。サ

ン
プ

ル
数

が
多

い
こ
と
を
考
慮

す
る
と

10

%
有
意

で
は
負

の
直

接
効
果
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は

か
な
り
弱

い
が
、
そ

の
効
果
を
考
察

す
る
な
ら
ば
以
下

の
よ
う

に
も
考

え

ら

れ
る
。
経
済
階
層

が

一
定

で
あ

る
と

い
う

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
を

し
た
分
析

状

況
を
想

定
す

る
と
、
地
位

階
層
が
高

い
者
ほ
ど
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
勢
力
性
を

有

し
て

い
な

い
傾
向

が
読
み
取
れ

る
こ
と
に
な
る
。
経
済
階
層
を

一
定
と

し

た
場
合

に
、
学
歴

や
職
業
威

信
な
ど

の
地
位

階
層
が
比
較
的

に
高

い
も

の
と

し

て
、

例
え
ば

一
部

の
教

職
な
ど
が
あ
り

、
こ
れ
ら
は
必
ず

し
も
ネ

ッ
ト
ワ

ー

ク
勢
力

性
を
有
し

て

い
な

い
。
逆

に
、
経

済
階
層
を

一
定
と
し

て
、
学

歴

や
職
業
威

信
が
相
対
的

に
低

い
傾
向

の
も

の
と
し
て
例
え
ば
.一.部

の
自
営
業

な
ど
が
想

定
で
き
る
。

こ
れ
ら
は
、
.
地
域

に
密

着
し
た
形

で
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
勢
力
性

の
獲
得
と
形
成
を

自
然

に
行

っ
て

い
る
と
予
想

で
ぎ
る
。

こ
の
よ

う
な

こ
と

が
、
経
済
階
層
を

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
た
場
合

の
地
位
階
層

の
負

の

直
接
効
果

の
理
由
と
し

て
考

え
ら
れ

る
。
な

お
、
広
く
使
わ
れ
て

い
る
い
く

つ
か

の
共
分
散

構
造

モ
デ
ル
の

ソ
フ
ト

ウ

ェ
ア
で
は
、
多
重
共
線
性

の
チ

ェ

ッ
ク
を
す

る
オ
プ
シ

ョ
ン
は

現
時
点

で
は
存
在

し
な

い
。
た
だ
し
、
別

の
分

析

で
の
許
容
度

や
く
田

な
ど
を
見
る
限
り
多

重
共
線
性

の
心
配
は
な

い
。

.

(15
)

同
様

の
傾
向

は
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
勢
力

性

の
潜
在
変
数

の
平
均

を
求
め

て
み

て

も
確
認

で
き

る
(表

4
)。

(16
)

所

有
財

に

つ
い
て
は
、
持

っ
て

い
る
財
産

の
総
和
を
求
め
た
。

75
年
A
票

で

.
は
17
項

目
の
ダ
ミ
ー
変
数

の
総
和

、
95
年

B
票

で
は

12
項
目

の
ダ
ミ

ー
変
数

の
総
和
と
な

る
。

75
年

A
票

で
は
、

エ
ア

・
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ナ
i
、
株
券
ま

た

は
債

権
、
貸
付

信
託
、
カ

メ
ラ
、
応
接
セ

ッ
ト
、

ス
ポ
ー

ツ
会
員
権
、
電

子

レ

ン
ジ

、
ガ

ス
瞬

間
湯
沸

器
、

ス
テ
レ
オ

、
ピ

ア
ノ
、

携
帯
用

ラ
ジ
オ
、

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

、
家
屋

(持
家

)
、
宅
地
、
自

家
風
呂

、
電
話
、
乗
用
車
、

の

17
項
目
、
り
α
年

B
票

で
は
、
株
券
債
権
、

ス
ポ
ー

ツ
会
員
権
、
美
術
骨
董
品
、

食
器
洗

い
機
、
応
接

セ

ッ
ト
、
F
A
X
、
電
子

レ
ン
ジ
、
乗
用
車
、
持
ち
家
、

パ
ソ

コ
ン

・
ワ
ー
プ

ロ
、
ク
ー

ラ
ー

・
エ
ア

コ
ン
、
ピ

ア
ノ
、

の
12

項
目
で

あ

る
。

な
お
、
75
年

B
票
と
95
年

P
票

の
質
問
紙
は
所
有
財

に

つ
い
て
尋
ね

(17
)

て
お
ら
ず

、
変
数
は
構
築

で
き
な

い
。

地
位

の
非

}
貫
性

の
値

を
求

め
る
具
体
的

な
式
は
以

下

の
と

お
り

で
あ

る
。

㌔
一
一
教
育
年
数

の
パ
r

セ
ン
タ
イ

ル
値
、
誉

一
職
業
威
信

ス

コ
ア
の
パ
ー

セ

ン
タ
イ
ル
値
、
誉

"
年

間
世
帯
収
入

の
パ
ー

セ
ン
タ
イ

ル
値
膨
す
る
と
、

地
位

の
非

}
貫
性

ス
コ
ア
ー1
[
(き

-
、
曳

+
(
書

-
ロ
ω
¥
+
(
誉

-
、
隠

]
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   The Relationship of Social Stratification and Network 

      Characteristics in "Affluent" Japan: 1975-1995 

                       Tsuyoshi SUGANO 

   In this paper, I clarify the relationship between social stratification and characteristics of social 

network. Upon 1975 SSM and 1995 SSM survey data which are large representative data of 

contemporary Japan, the followings are clarified by the method of covariance structure analysis (SEM). 

In addition, the effects of social mobility and status inconsistency on social network characteristics are 

examined. Social stratification turns out to be consistently significant to two characteristics of social 

network, the powerfulness and diversity of networks, throughout two decades. Economic class has 

strong positive effect on network powerfulness, and Status class has weak positive effect on network 

diversity. Social mobility turns out to be significant to network powerfulness only in 1995, and the 

effect of status inconsistency on network diversity disappears in 1995. Furthermore, proportion of 

explained variance of network powerfulness is quite increased in 1995. 

   These findings suggest that social stratification becomes more significant to social networks, 

because of the emergence of positive effect of parent's social stratification on network powerfulness. 

Keywords 

   network diversity, network powerfulness, social stratification, destratification, 

   multi-population covariance structure analysis

143一 社会的 ネッ トワー クの経時分析


